
Vol.7
ISSN 2432-7425

2023.3

ARTICLES
Significance of the "Philosophical Dialogue" in Liberal Arts Education:
Documentation and Analysis of Classroom Practice Minoru Shimizu 1

PRACTICAL REPORTS
Practice of Micro-debate in English Communication A
How to Start and What to Instruct Tsuyoshi Sato 15

University-High School Open Lecture “Tsugaru Life”: 
A Test Course for Bridging Geographical Distance  
  Sanae Katagiri, Joshua L. Solomon, Reik Jagno and Megumi Tada 23

Practical Report on Tutoring Pronunciation:
Applying AI Technology to Shadowing Joshua L. Solomon 35

OTHERS
Exploring the Possibilities of University Social Contribution:
Social Contribution Activities in English Megumi Tada, Joshua L. Solomon
  Sanae Katagiri and Reik Jagno 43

論　文
教養教育における「哲学対話」の意義
　～授業実践の記録と分析～ 清水　稔 1
　

実践報告
English Communication Aにおけるディベートの実践
　どのように始め，どのように指導するべきか 佐藤　剛 15

オンライン高大連携公開講座『津軽ライフ』
　地理的空間を超える連携の試み 片桐早苗，ソロモン ジョシュア リー
  ヤグノ ライク，多田恵実 23
発音中心の指導についての実践報告
　シャドーイングにAI技術を適応すること ソロモン ジョシュア リー 35
　

事業報告
大学の社会貢献のあり方を探る
　英語を通じた社会貢献の取り組み 多田恵実，ソロモン ジョシュア リー
  片桐早苗，ヤグノ ライク 43

Vol.7
ISSN 2432-7425

2023.3

弘前大学出版会Hirosaki University Press



53

「弘前大学教養教育開発実践ジャーナル」投稿要項

平成28年11月22日
教養教育開発実践センター編集委員会承認

改正：平成30年 7 月19日
改正：令和 3年 8月30日

1 ．「教養教育開発実践ジャーナル」は，高等教育に関する実践的・学術的研究を促進し，「教養教育」
の改善に資するために，その実践的・学術的研究の成果を公表することを目的として刊行する。

2．発行は原則として年 1回， 3月末とする。
3．原稿の締切は，年度毎に編集委員会が定める。
4．「教養教育開発実践ジャーナル」に掲載する原稿は，次に掲げる（1）～（6）に属するものとし，掲載
の可否は編集委員会が判断する。ただし，（1）論文，（2）研究ノートについては査読審査を経たもの
に限る。なお，（1）論文，（2）研究ノートとして掲載ができないと編集委員会が判断した場合，他の
区分として再投稿することを可能とする。

 （1）論文：教養教育に関する論文
 （2）研究ノート：教養教育に関する研究ノート
 （3）実践報告：教養教育に関する実践報告
 （4）FD報告：教養教育に関するFDの報告
 （5）書評：教養教育に関する著書の書評
 （6）その他
5．論文等の原稿は，和文（横書・縦書）又は英文を原則とする。
6．論文等の原稿は，和文20,000字以内，英文6,000語以内を目安とする。
7．論文等は複数編投稿しても良いものとするが，それぞれの論文等が独立し完結したものでなければ
ならない。

8．原稿の作成に際しては所定の執筆要項に従うものとする。
9．校正は原則として著者が行い， 2校までとする。
10．別刷を希望する場合，経費は著者負担とする。
11．「教養教育開発実践ジャーナル」に掲載された論文等の著作権及び電子化の権利については，以下
のとおりとする。
（1）掲載された論文等の著作権は，教育推進機構教養教育開発実践センター（編集委員会）に帰属

する。
（2）当該論文等について，執筆者本人が学術教育目的等で使用する場合（執筆者自身による著作編

集物への転載，掲載，ネット配信，外国語への翻訳，配布等），教育推進機構教養教育開発実
践センター（編集委員会）は無条件で許諾する。

（3）掲載された論文等は電子化し，原則としてHP，弘前大学リポジトリ等で公開する。
12．投稿原稿は他誌に未発表のものに限る。

　　　附　則
　この要項は，平成28年11月22日から施行する。
　　　附　則（平成29年 8 月 4 日）
　この要項は，平成29年 8 月 4 日から実施する。
　　　附　則（平成30年 7 月19日）
　この要項は，平成30年 7 月19日から実施する。
　　　附　則（令和 3年 8月30日）
　この要項は，令和 3年 8月30日から実施する。
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「弘前大学教養教育開発実践ジャーナル」執筆要項

平成28年11月22日
教養教育開発実践センター編集委員会承認

改正：平成30年 7 月19日
改正：令和 2年 8月27日
改正：令和 3年10月 6 日

1 ．原稿は原則として電子ファイルで作成し，メール等で電子ファイルを担当者（執筆申し込みの際に
送付先を連絡します）にお送り下さい。また，併せて，電子ファイルを印刷したものに後述の指定事
項を記入した紙原稿を添えて下さい。なお，お送りいただく電子ファイルは，wordファイルとそれ
を変換したpdfファイルの 2種とします。
2．提出原稿は完成原稿のみ受け付けいたします。図表（写真含む）は原稿に埋め込み，実際に印刷し
て正しく描写されているか確認してください。図表は白黒の刷り上がりになります。
3．原稿の書式は，次のとおりとします。
（1）原則として，原稿（「投稿要項に記載の以下の 4種別（1）論文，（2）研究ノート，（3）実践報告，（4）
FD報告」は別添のテンプレートの形式に沿った形で提出していただきます。分野的にテンプレー
トの使用が適さない場合，投稿前に編集委員会の許諾を得た上で執筆にあたってください。

（2）和文原稿
横書きの場合はA 4 判・ 1 段組，39字×42行を標準とし，使用するフォントはMS明朝，フォ
ントサイズは10.5ポイントを原則とします。ただし，タイトル等のフォントサイズは別添のテンプ
レートに合わせてください。

（3）英文原稿
A 4判・1段組，シングルスペースで39字×42行を標準とし，フォントはTimes New Roman，フォ

ントサイズは12ポイントを原則とします。（2）同様，タイトル等のフォントサイズについてはテン
プレートをご参照ください。

（4）和文・英文原稿共通
・原稿の章立て，段落のフォーマッティングは（1）に示したとおり，原則として別添のテンプレート
に準じるものとします。
・図表の提示方法はPublication manual of the American Psychological Association seventh edition （American 

Psychological Association: APA, 2020） の形式に準じた形式としますが，執筆内容や分野の特性に応
じて適宜変更しても良いこととします。

・原稿の余白は上下左右25mmとします。
・原稿の本文は両端揃え（justification）とし，例えば引用文献の箇所にURLを示した際に間延び
して見えるようであれば，適宜改行して調整してください。

・「投稿要項」の「（5）書評」や「（6）その他」についてはテンプレートを使用せず，自由な書式
で記入いただいて構いません。

4．原稿は，論文タイトル，氏名，所属，Abstract，Keywords，本文，引用文献，付録の順で記載し
て下さい。ただし，分野の特性に応じ，適宜本文中に注釈を乗せたり，原稿の末尾（引用文献の手前）
に注釈や謝辞を記載したりしても良いものとします。
5．論文タイトル，著者名及び所属は和文原稿・英文原稿ともに和英両語で記載して下さい。
6．和文・英文原稿ともに本文の前に要旨（Abstract）を英語200語程度で記載し，キーワードをつけて
ください。キーワードは 3つ～ 5つまでとします。また， 2行以上にならないようにしてください。
7．母語でない言語で原稿を執筆する場合には，母語話者によるチェックを受けて下さい。
8．引用文献は本文末尾に一括して記載して下さい。なお，引用文献の書き方については，別添のテン
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プレートに記載された例を参考にしてください。なお，引用文献に和文・英文のものが混在する場合，
先に英文文献をアルファベット順に記載し，その後に和文文献をアルファベット順で記載してくださ
い。
9．原稿の提出に際しては，所定の「投稿申込用紙」に必要事項を記載のうえ，添付して下さい。

　　　附　則
　この要項は，平成28年11月22日から実施する。

　　　附　則
　この要項は，平成30年 7 月19日から実施する。

　　　附　則
　この要項は，令和 3年10月 6 日から実施する。
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　「弘前大学教養教育開発実践ジャーナル」第 7号が刊行の運びとなりました。執筆者の皆様は勿論，
査読などにご協力頂いた皆様，編集作業に関わった事務職員の皆様，編集委員各位のご尽力に感謝
いたします。
　今号では掲載報文数がやや少なく，コロナ下の様々なストレスが教育の実践や研究の成果を落ち
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ルとしてメールで配信され，辟易することも多かったのではないでしょうか？早い春の訪れととも
に，様々な規制が撤廃され，もとの日常に戻りつつあります。初心に返って，各人の学術研究への
情熱やそのための十分な時間が戻ってくることを祈念したいと思います。
　どうか，たくさんの方々にお読みいただいて，ご意見ご感想をお寄せいただけましたら幸いに存
じます。そしてまた多くの皆様が，次号への投稿の構想を練ってくださいますことをお願い申し上
げます。

（松﨑）
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